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量
評
価
と
は
、
決
算
書
を
も
と

に
財
務
分
析
（
損
益
分
岐
点
分

業
内
容
と
は
、
会
社
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
仕
事
の
こ
と
で

析
や
、
売
上
高
経
常
利
益
率
、
債
務
償

還
年
数
な
ど
）・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

分
析
を
行
い
、
収
益
性
・
安
全
性
・
成

長
性
・
返
済
能
力
な
ど
を
見
る
も
の

で
、
企
業
の
成
績
を
目
に
見
え
る
数
値

化
し
た
評
価
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

一
方
、
定
性
評
価
と
は
、
経
営
者
の

す
。
業
種
に
よ
り
特
徴
が
あ
り
、
例
え

ば
商
社
で
あ
れ
ば
、
商
品
を
仕
入
れ
、

流
通
さ
せ
る
と
い
う
卸
売
の
仕
事
が
、

基
本
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
内
容

と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
企
業
の
根
幹
と

な
る
も
の
で
す
か
ら
、
企
業
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
事
業
内
容
の
記
載
が
必
ず

状
況
や
、
事
業
内
容
、
製
品
・
商
品
、

業
界
動
向
、
業
種
特
性
・
商
慣
習
、
取

引
先
事
業
者
・
商
流
、
沿
革
・
企
業
理

念
・
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
企
業

の
潜
在
的
な
価
値
を
中
心
と
し
た
企
業

を
取
り
巻
く
「
数
値
化
で
き
な
い
評

価
」
で
す
。

　

企
業
の
経
営
資
源
は
、
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
・
情
報
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

定
量
評
価
は
カ
ネ
に
関
す
る
も
の
、
定

性
評
価
が
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
に
関
す

る
も
の
と
な
り
ま
す
。

両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
見
て 

融
資
判
断
を
行
う
こ
と
が
重
要

　

皆
さ
ん
が
取
引
先
へ
の
融
資
判
断
を

行
う
と
き
は
、
取
引
先
を
定
量
面
・
定

性
面
の
両
方
か
ら
見
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
も
し
企
業
を
定
量
面
だ
け
で

見
た
と
す
る
と
、
過
去
の
成
果
で
あ
る

財
務
内
容
だ
け
で
は
未
来
の
姿
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

未
来
の
姿
を
見
る
た
め
に
は
、
経
営

者
の
資
質
や
考
え
方
、
成
長
力
・
競
争

力
の
源
泉
と
な
る
製
商
品
の
特
徴
、
知

的
資
産
な
ど
数
値
化
で
き
な
い
も
の
を

評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
あ
る
ス
ー
パ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
、
事
業
内
容
と
し
て
「
暮
ら

し
に
欠
か
せ
な
い
食
品
を
取
り
扱
う

『
食
品
ス
ー
パ
ー
』
と
食
品
ス
ー
パ
ー

と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
融
合
し
た
幅
広

い
品
揃
え
を
誇
る
『
都
市
型
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
』
の
店
舗
展
開
を
し
て
い
ま

す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
企
業
の
大
ま
か
な
事
業

内
容
を
知
る
こ
と
は
、
融
資
判
断
の
最

初
の
一
歩
と
な
る
の
で
す
。

独
自
性
が
高
い
製
商
品
を
持
つ 

企
業
の
融
資
判
断
は
積
極
的
に

　

次
に
製
商
品
で
す
が
、
製
品
＝
原
材

料
を
加
工
し
て
作
ら
れ
た
も
の
、
商
品

＝
販
売
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
と

い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。
商
品
に
は
、

広
い
意
味
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も

含
ま
れ
ま
す
。
製
商
品
は
企
業
が
作

る
・
売
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
企

業
活
動
の
根
幹
に
当
た
り
ま
す
。

　

独
自
性
が
あ
り
高
い
市
場
性
・
優
れ

た
競
争
力
を
製
商
品
が
持
っ
て
い
た

ら
、
高
い
販
売
力
に
つ
な
が
り
ま
す
か

ら
、
そ
う
し
た
製
商
品
を
持
つ
企
業
の

う
に
企
業
を
定
量
面
・
定
性
面
の
両
方

か
ら
見
る
こ
と
で
、
よ
り
実
態
が
把
握

で
き
、
正
確
な
融
資
判
断
が
で
き
る
の

で
す
。

　

正
確
な
融
資
判
断
を
行
う
た
め
に

は
、
定
量
面
・
定
性
面
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
見
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
定
量
面
を

重
視
し
す
ぎ
る
と
、
創
業
先
や
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
に
は
財
務
の
蓄
積
が
な
か
っ

た
り
、
浅
か
っ
た
り
す
る
の
で
消
極
的

な
融
資
判
断
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
で
「
融
資
は
人
を
見
て
貸
せ
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
を
判
断
す
る

の
が
定
性
評
価
の
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
定
性
面
を
重
視
し
す
ぎ
る
と
主
観

的
・
属
人
的
な
融
資
判
断
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ま
た
逆
に
ど
ん
な
に
会
社
の
財
務
内

容
な
ど
が
良
く
て
も
、
経
営
者
が
信
頼

の
お
け
る
人
物
で
な
け
れ
ば
、
今
は
良

く
て
も
将
来
に
は
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

企
業
の
規
模
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
な

ど
に
よ
っ
て
そ
の
比
重
は
変
わ
る
も
の

の
、
両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
総
合
的
に

見
て
融
資
判
断
を
行
う
こ
と
が
重
要
な

の
で
す
。

融
資
判
断
は
自
ず
と
積
極
的
と
な
り
ま

す
。

　

一
方
で
、
特
定
の
製
商
品
に
依
存
し

て
い
る
企
業
は
、
そ
の
製
商
品
の
競
争

力
が
弱
ま
る
と
一
気
に
経
営
悪
化
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
製
商
品
を
知

る
こ
と
で
、
消
極
的
な
融
資
判
断
に
な

る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

製
商
品
を
知
る
こ
と
は
、
融
資
ニ
ー

ズ
発
掘
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
新
製
商

品
の
開
発
資
金
ニ
ー
ズ
は
も
と
よ
り
、

販
売
す
る
た
め
の
広
告
宣
伝
費
、
ブ
ラ

ン
ド
確
立
の
た
め
の
資
金
ニ
ー
ズ
な
ど

も
想
起
さ
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
製
商
品
を
知
る
こ
と

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
企
業
の
販
路
拡
大
が
成
功

す
る
最
大
の
要
素
が
製
商
品
の
特
徴
で

す
。

　

製
商
品
を
見
る
着
眼
点
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
性
や
、
希
少
性
、
安
定
性
、
地
域

性
、
耐
久
性
、
価
格
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
多
く
の
視
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
詳
し
く
知
る
こ
と
で
、
販
売

先
の
紹
介
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。

定事

 Part 2  中小事業者の見方・融資判断等に関するQ&A

Ｑ1
「
事
業
者
の
定
性
・

定
量
の
両
面
を
見
ろ
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
？

Ｑ2

事
業
内
容
な
ど
を
知
る
と

融
資
判
断
・
融
資
ニ
ー
ズ

発
掘
に
ど
う
役
立
つ
の
？ 定量面である財務内容と、

定性面である経営者の資質
などをバランスよく見るこ
とでより実態が把握でき、
正確な融資判断ができる

Ａ
企業の事業内容や製商品に
ついて知ることで、その企
業の強みや弱み、今後の経
営状況を見通すことができ
融資判断などに役立つ

Ａ

〈
定
性
面
の
把
握
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
〉

定性・定量面に関して
担当者が押さえたいQ&A

　事業者の見方・融資判断に関してまず押さ
えたいポイントをQ&A形式で解説します。


